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世界中の精密な海底地形調査を行うことは、大陸の移動、海洋底の拡大およびプレートテクトニクスを考える

上で必要不可欠なものである。しかしながら、海底地形データのほとんどは北半球のもので、南半球において高精

度な海底地形の測深が行われた例ははほとんど無い。その理由として主要国から距離が遠いこと、観測を続けるに

は厳しい気象海象であることなどがあげられる。 

海洋研究開発機構の海洋地球研究船「みらい」による南半球周航航海「BEAGLE2003」は、2003 年の 8 月にブリ

スベーンを出港し、2004 年の 2 月にフリーマントルに入港する約 7 ヶ月にわたる観測航海であった。南太平洋で

は、南緯 30-32.5 度の測線をブリズベーン（オーストラリア）からパペーテ（タヒチ）を経由してバルパライソ（チ

リ）。南大西洋では南緯 30 度の測線をサントス（ブラジル）からケープタウン（南アフリカ）。インド洋では南緯

20 度の測線をタマタブ（マダガスカル）からポートルイス（モーリシャス）を経由してフリーマントル（オース

トラリア）。 

「みらい」に搭載されているマルチナロービーム音響測深装置（SeaBeam 2112）を使用することにより、高精

度な海底地形調査を航跡に沿って連続して行った。この航跡に沿った海底地形は、ケルマデック海溝、ルイビルリッ

ジ、南東太平洋海膨、ペルーチリ海溝、南中央大西洋海嶺、中央インド海嶺、東経 90 度海嶺および数多くの海山、

海台など主要な海底地形を網羅している。 

「BEAGLE 2003」によって得られたデータは、1スワスデータのみであるため、ETOPO2 データ（Sandwell and Smith, 

1996）と比較、データの結合等を行った。そしてこれらのデータは、プレートテクトニクスおよびプルームテクト

ニクスを考察する上で貴重な情報を提供できると考えている。 


